


注意

①　ベルト

②　本体フレーム部

③　スイッチ

④　表示ランプ

⑤　レーザー照射窓

⑥　光学センサー

⑦　充電部

4.ランプ表示部

3. 装着方法

リストバンドと本体は取り外

しができます。

シリコンバンドを本体表側に

向かって引き上げてくださ

い。本体を抑えながら丁寧に

取り外してください。

●お手入れは乾いた布で拭いてください。水・湯・シンナー・
アルコール・ベンジンなどの溶剤、薬品類を使用しないでくだ
さい。
●製品に異常を感じたら使用を中止しお買上げ店にご連絡くだ
さい。
●必ず付属の充電装置セットをお使いください。
●完全に充電しましたら、丁寧にアダプターを外して下さい。
充電を続ける状態で放置しないでください。
●しばらくお使いにならなかった場合、バッテリーの交換を含
めた保守・点検を販売店にご依頼ください（有償）。
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2. 各部の名称

5. 充電方法

6. オプショナルパッド

充電キャップ

本体裏の充電部へ

バンドの下方から出し入れしてください。

点滅：レーザー照射中です。
点灯：レーザー照射終了しました。

点滅：電池容量少なくなりました。
　　　充電中です。
点灯：充電できました。

パッドの中央部に丁寧に本体を入れてください。肩、腰、脚など気にな

るところに貼りつけてから、レーザーのスイッチをいれてください。ま

た外すときもレーザースイッチを切ってから外してください。本書の

1. 安全上の注意をよく読んでご使用ください。

充電量が不足すると赤いランプが点滅します、充電キャップを本体裏

の充電接続ポイントにかぶせ、USB コードで充電キャップとアダプター

を繋げて、電力を供給してください。USB コードは専用アダプターを使

うか、パソコンの USB 差込口に接続していただいても充電できます。

充電中は赤色のランプが点滅します、充電が完了したら赤のランプが

点灯します。すみやかにコンセントから充電ケーブルを抜いて充電を

終了させてください。尚充電が不足しますと照射は停止します。燃え

やすいものの近くでは充電しないでください。

＊過剰な充電、急速充電、熱いところに放置する、上に物がかぶさっ

た状態で充電するなどは故障・事故の原因になり危険ですので絶対に

おやめください。充電中は監視し、熱を感じたり、異常を感じた場合

は直ちに充電を中止し、販売店にお報せください。

左手首の親指側に照射

窓が来るように装着し

ます。

しっかりと手首に密

着させてください。

適切な位置に調整してお
使いください。強く締め
すぎたり、緩すぎないよ
うに調整してください。

＊レーザー照射中でもデバイスが正しい位置にセットされていなければ、センサー
がはたらきレーザーの照射が不安定になることがあります。

* パッドを使用する前にパッチテストを行い、赤くはれる、かゆみなど

異常を感じた場合は使用しないでください。パッドを皮膚に貼りつけた

まま放置すると皮膚に炎症が起こる恐れがあります。同じ部位に連続し

て使用しないでください。

ボタンを長押ししてください、ブブゥと振動がして照射が始まります。

32 分で自動で OFF になります。途中で止めたいときはいつでもボタンを

長押ししてください。　充電容量が少なくなるとレーザーは照射せず赤

色のランプが点滅します。　レーザー照射中はランプが点滅します。 PSC 適合製品
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安全のため装着後にレーザーのスイッチをいれてください。外
すときもレーザーのスイッチをオフにしてから手首より外して
ください。

9. 梱包内容
レーザー機器本体、充電キャップ、USB ケーブル、アダプター、

リストバンド、オプショナルパッド、保証書

*お手元に届きましたら、不足しているものがないかご確認いただき、

破損、不足品がございましたら、1週間以内にお買い上げ販売店までご

連絡いただきますようお願いいたします。

7. 故障かなと思ったら

8. 仕様

レーザー波長　　　　　　　　　650nm

レーザークラス　　　　　　　　クラス 2（JIS C 6082 規格）

自動 OFF までの時間　　　　　　32 分

内部電池　　　　　　　　　　　リチウムポリマー電池

内部電池電圧　　　　　　　　　3.7ｖ

バッテリー容量　　　　　　　　180ｍAh　　　　　　　　

使用環境　　　　　　　　　　　温度　5℃～ 40℃

　　　　　　　　　　　　　　　湿度　80％以下

　　　　　　　　　　　　　　　気圧　500hpa ～ 1060hpa

10. 上手な使用方法
・ご使用前後にはしっかりと水分を取りましょう。

・適度な運動を心がけましょう。

・バイオリズムを安定させるために、日々のご使用時刻はなるべく同じ

　時刻にしましょう。

・5-7 日使用されましたら、2-3 日お休みしましょう。

・使い始めは短い時間から使ってみましょう。

現象 原因 対処法
電池残量が少ないまたは
ない。

充電してください。

光学センサーが皮膚を感
知できない。

光学センサーが皮膚との接触を感知で
きるように取り付けてください。

電池残量が少ないまたは
ない。

充電してください。

センサーが取り付け位置
を認識できない。

正しい位置でセンサーが感知できるように装
着してください。

レーザーが照射
できない。

レーザーが途中
で止まる。


